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（参考資料）気温の高低と節電効果（北海道電力の分析手法を準用） 

 

１ 全平日データの相関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 気温が低い日の相関 

気温の低い平日（日平均-4℃以下）について平均気温と最大電力の相関を調べた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相関式から、今冬は、2010 年度と比較して、23 万 kW 程の電力削減となった。これに降雪によ

る影響 2 万 kW を加えた 25 万 kW が減少量となり、削減率は 4.7％となる（北電による公表）

相関式から、2010 年度と比較して 32 万 kW の削減となり、降雪による影響 2 万 kW を加えた

34 万 kW が減少量となる。削減率は 6.4％となり、気温が低い日に節電が進んでいることがわか

った。  

（参考資料）  
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（参考資料） 市役所本庁舎の需要電力の状況 

 

 
問い合わせ先 

 環境局環境都市推進部環境計画課 大平、田縁（たべり）

電話：211-2877
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【kW】 本庁舎需要電力（気象条件比較）

1/18一般+RH

（平均気温‐8.0 降雪9cm）

12/26一般+RH

（平均気温‐8.3 降雪12cm）

1/7一般+RH

（平均気温‐7.1 降雪なし）

1/8一般+RH

（平均気温‐7.3 降雪なし）

12/21一般+RH

（平均気温‐1.5 降雪なし）

1/22一般+RH

（平均気温‐2.7 降雪なし）

Ａ ： 低温、降雪あり

Ｂ ： 低温、降雪なし

Ｃ ： 高温、降雪なし

Ａ

Ｃ

Ｂ

気温変化の影響は小さい。

降雪による影響は大きい。
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【kW】
本庁舎の需要電力平均値比較（夏と冬の節電要請期間）

冬の一般電力+RH電力

冬の一般電力

夏の一般電力

ヒーティングを除いた電力

は、夏と冬の差はほとんど

なかった。

（参考資料）  


